
EncyclopEdia of nMR
NMRの理論・技術と物理学・化学・生物学への

応用のすべてを取り上げる「NMR大事典」

NMRのさまざまな領域にお
ける発展をもれなくカバー
しています
�� 最新のテクニック

�� タンパク質構造

�� 分子過程の動力学

�� 材料・高分子・ナノ材料のキャラ
クタリゼーション

 � NMR結晶学

�� 膜などの生物固体試料

本書は、学際的性質の強いNMR（核磁気共鳴）のあらゆる側面を取り扱い、権威ある最新の知識を提供
する全10巻の事典です。旧版Encyclopedia of Nuclear Magnetic Resonance（1996年刊行・2002
年増補）とその関連書に加え、定期的にアップデートされてきたオンライン版Encyclopedia of Nuclear 

Magnetic Resonanceから多くの記事を収録することで、内容の網羅性と最新性を実現しています。

Encyclopedia of nMR online

�� タブレット端末や電子書籍リーダーでの閲覧に対応
したオープンなフォーマット

�� 電子プラットフォームWiley Online Library
で、Wileyの電子ジャーナルなどと共通の環境で
利用できる

�� 全文検索が可能

�� 各記事をHTMLとPDFの両フォーマットで提供、ダ
ウンロードや印刷にも便利

 � CrossRefで引用文献に直接リンク

�� 全文検索でヒットした箇所を文中でハイライト表
示、前後のヒット箇所へのジャンプも可能

�� 記事の主題別一覧表示も可能

�� 外部の関連データベース・電子資料にもリンク

機関向けに現在ご提供しているEncyclopedia of Magnetic 

Resonanceオンライン版は、2013年1月にeMagResとして刷新され
る予定です。新しいeMagResでは、コンテンツの構造を改良し、医用
NMR・化学・物理学・生物学といった各分野の方々に、より快適な利用
環境をご提供します。

このオンライン事典は、2007年のリリース以来幅広くご利用いただき、
毎年約10%に相当する収録記事を新たに追加または改訂しています。

wileyonlinelibrary.com/ref/emr�で収録項目の一覧と
ご試読用のサンプル記事をご覧下さい

オンライン版はここが便利

Relaunching in 2013 
as eMagRes

iSBn: 978-0-470-05821-3
全10巻 • 6,240 pages • November 2012
刊行記念特価： US $3,750.00
（2013年2月28日までのご注文に有効）
それ以降の通常価格： Us $4,600.00

オンライン版を
利用するには？

〒112-0002　東京都文京区小石川1-28-1
フロンティア小石川ビル4F
日本語ホームページ：www.wiley.co.jp

ワイリー・サイエンスカフェ（理工学ブログ）：www.wiley.co.jp/blog/pse

冊子体について（書籍営業）
tEl: (03) 3830-1232 / faX: (03) 5689-7276

E-mail: marketing@wiley.co.jp

オンライン版について（電子商品営業）
tEl: (03) 3830-1231 / faX: (03) 5689-7276

E-mail: interscience@wiley.co.jp

ご注文・各種お問い合わせは最寄りの洋書店または下記まで
ワイリー・ジャパン

価格のお見積りは
最寄りの洋書店または
ワイリー・ジャパンまで

オンライン版は機関単位のご契約で利用できます

ご所属機関の図書館にご推薦下さい

Jap version

さらに詳しい情報をウェブで公開中��
www.wiley.com/go/enmr12
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nMRとは
磁気共鳴画像法は、現在用いられている分光法・画像
法の中で最も重要なもののひとつで、生物学・
化学・物理学・材料科学・地球科学・医学とい
った広範な分野で役立っています。Nuclear 

Magnetic Resonance （NMR・核磁気共鳴）
は、分子構造を分析するための重要な手法で、
タンパク質や新材料の構造を明らかにするのに
役立ちます。また、NMRは有機化学・高分子科
学の分野でも広く利用され、低分子・高分子の
構造を決定したり、分子レベルでの力学を研究
するのに役立っています。

進歩を続けるnMR
NMRは、1946年に初めて実験に成功して以来、急速に発展を遂げてき
ました。従来のテクニックがさらに改良される一方で、新しいテクニックが次 と々開発されてきま
した。近年では特に、生化学への応用と固体NMRの分野において発展が顕著です。

磁気共鳴画像法(MRI)の分野では、医学への応用を中心に急速な進歩が見られます。MRIに焦
点を絞って掘り下げた内容を収録するため、新しい別の事典が近く出版される予定です。
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本事典の特長 
�� 必要な情報がすぐ見つかる�-�NMRのすべてのテクニックと応用をABC順に配列

�� 学習にも最適�-�各主題に関する基礎と最新知識の両方をカバー

�� 日々の研究活動に役立つ�-�NMRのテクニックと応用に関する最新の情報が見つか
り、有益なヒントやコツも得られる

�� 各寄稿者の簡潔な人物情報を収録�-�記事を執筆した人の経歴・専門分野が分かる

�� 主題別の総説および主要人物の伝記を収録�-�NMR・MRIの分野としての発展の歴
史と、重要な役割を果たした人物を解説

主な収録内容
•	 Quadrupolar nuclei in solids 
•	 rEdor applications in biology: an overview
•	 computations of magnetic resonance 

parameters for crystalline systems: principles
•	 cryoprobes for small samples: applications
•	 diffusion and flow in fluids

•	 Electrophoretic nmr 
•	 oxygen-17 nmr studies of organic and 

biological molecules
•	 food quality assurance and control
•	 two-dimensional J-resolved spectroscopy 

内容に関する詳しい情報とご試読用のサンプル記事*をウェブで公開中です�
www.wiley.com/go/enmr

•	 crystallography and nmr: an overview
•	 aligned membrane proteins: structural studies
•	 metabonomics: nmr techniques

•	 molecular sieves: crystalline systems
•	 relaxometry: two-dimensional methods

ウェブで無料公開中のサンプル記事*

Jap version


